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部 門 市況の概要 
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 ３月の青果物は，根菜類・土物類を中心に昨年から品薄が続く

品目があるものの，果菜類やかんきつ類，イチゴ等は主力産地で

ある九州が好天に恵まれて品質・入荷量ともに安定し，全体とし

て，入荷量は前年同月並み，単価は高値だった昨年同月を５％下

回る結果となった。 

 ４月の近郷野菜では，タケノコ及び木の芽の入荷が最盛期を迎

え，キュウリやトマトなどの果菜類も徐々に増え，実えんどうの

入荷も始まる。 

 果実では，不知火は終盤となり，甘夏かん，清見オレンジは最

盛期を迎え，イチゴ類は漸減傾向でも入荷は多い。ハウスミカン，

ビワ，桜桃，マンゴー，スイカ等が少しずつ入荷を開始する。 

 

 

 野菜は，前月から続く全国的な冷え込みと上旬の降雨不足の影

響で品薄となる品目も見られたが，果菜類を中心に作柄は良好で，

入荷量は前年同月並みとなった。単価は根菜・土物類が昨年から

引き続き高値傾向にあるものの，全体としては，高値となった前

年同月を７％下回った。 

 根菜類は，入荷量が前年同月を７％下回り，単価は６％上回っ

た。 

 葉菜類は，入荷量が前年同月を５％上回り，単価は１０％下回

った。 

 果菜類は，入荷量が前年同月を３％上回り，単価は１６％下回

った。 

 土物類は，入荷量が前年同月を４％下回り，単価は４％上回っ

た。 

  

 

 果実は，露地物の晩柑類やイチゴ類を中心に入荷量・品質とも

に安定し，入荷量は雪害等により多くの品目で減収となった前年

同月を４％上回り，単価は３％下回った。 

 柑橘類は，入荷量が前年同月並みとなり，単価は前年同月を４％

下回った。 

 リンゴ類は，入荷量が前年同月を４％下回り，単価は２０％下

回った。 

 イチゴ類は，入荷量が前年同月を１２％上回り，単価は前年同

月並みとなった。 

 メロン類は，入荷量が前年同月を２０％上回り，単価は１６％

下回った。 

 

 

 



主要品目（野菜） 市況の概況 

【根菜類】 

長ダイコン 

 

 

 

西洋ニンジン 

 

 

 

【葉菜類】 

ハクサイ 

 

 

 

 

キャベツ 

 

 

 

 

ホウレンソウ 

 

 

 

レタス 

 

 

【果菜類】 

キュウリ 

 

 

 

 

ナス 

 

 

 

ト マ ト 

 

 

 

ピーマン 

 

 

  

長崎，鹿児島，徳島から入荷され，入荷量が前年同月を１２％

下回り，漬物需要が高かったため，単価は４％上回った。  

 

 

鹿児島，愛知，長崎から入荷され，入荷量が前年同月を５％上

回ったが，中旬まで品薄で高値推移したことから，単価は３９％

上回った。 

 

 

秋冬産地が前進出荷したため，九州の春白菜を中心とした入荷

となり，入荷量が前年同月を５％上回り，単価は高値だった前年

同月並みとなった。 

 

 

愛知，大阪，和歌山，兵庫等から入荷され，入荷量が前年同月

を３％上回ったが，量販・加工用の需要が高く，単価は４２％上

回った。 

 

 

 徳島，福岡，茨城，群馬，京都，滋賀から入荷され，入荷量が

前年同月を８％上回り，単価は２２％下回った。 

 

 

兵庫，徳島，岡山，長崎から入荷され，入荷量が前年同月を８％

上回り，単価は３７％下回った。 

 

 

 宮崎，高知，徳島，福岡，滋賀から入荷され，入荷量が前年同

月並みとなったが，気温が低く消費が伸び悩み単価は１４％下回

った。 

 

 

岡山，高知から入荷され，入荷量は前年同月を１４％上回り，

単価は６％下回った。 

 

 

 熊本，福岡から入荷され，入荷量が前年同月を４％上回り，単

価は２０％下回った。 

 

 

 宮崎，高知，茨城から入荷され，入荷量が前年同月を５％上回

り，単価は２５％下回った。 

 



 

【土物類】 

バレイショ 

（メーク含む） 

 

 

タマネギ 

 

 

 

【その他野菜】 

生シイタケ 

 

 

 鹿児島，北海道から入荷され，入荷量が前年同月を７％下回り，

単価は高値だった前年同月並みとなった。 

 

 

 長崎，佐賀，北海道から入荷され，入荷量が前年同月並みとな

ったが，産地の在庫不足や天候不順が影響し，単価は２４％上回

った。 

 

 

 徳島を中心に入荷され，入荷量が前年同月並みとなり，気温上

昇が昨年より早く需要が低迷したことから，単価は５％下回っ

た。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

主要品目（果実） 市況の概況 

 

ミカン 

 

 

 

イヨカン 

 

 

 

 

八朔 

 

 

 

不知火 

 

 

 

サンふじ 

 

 

 

イチゴ 

 

 

 

 

アールス 

 

 和歌山，福岡から入荷され，入荷量が前年同月を２１％上回っ

たが，他品目が品薄で需要が高まり，単価は１２％上回った。 

 

 

 愛媛，和歌山から入荷され，入荷量が前年同月を２０％下回っ

たが，上位等級の比率が下がったことから，単価は１１％下回っ

た。 

 

 

 和歌山，広島から入荷され，入荷量が前年同月を１６％上回っ

たが，他の柑橘類が品薄となり，単価は１２％上回った。 

 

 

 和歌山，愛媛，佐賀から入荷され，入荷量が前年同月を９％上

回り，単価は１２％下回った。 

 

 

 青森から入荷され，入荷量が３％下回ったが，下位等級の比率

が高く，単価は２４％下回った。 

 

 

 福岡，熊本，大分，佐賀，長崎，愛媛から入荷され，入荷量は

前年同月を１２％上回ったが，競合多品目の入荷状況が少なかっ

たことから，単価は前年同月並みとなった。 

 

 

 静岡，高知から入荷され，入荷量が前年同月を１５％上回り，

単価は１５％下回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


